
クリアマグボトル
取扱説明書
※本品は冷水専用です。

 |この取扱説明書をよくお読みいただき、正しくご使用ください。 
また、すぐに取り出せるところに大切に保管し、必要な時にお読みください。

品質表示
原料樹脂 本体、フード：飽和ポリエステル樹脂

 蓋、中栓：ポリプロピレン

 ロックパーツ：ABS樹脂

 プッシュボタン：ポリアセタール

使用材料 パッキン、持ち手：シリコーンゴム

耐熱温度 本体・フード 80 ℃

 蓋・中栓 100 ℃

 パッキン・持ち手 150 ℃

容量 800 mL

お問い合わせ先
株式会社良品計画　　www.muji.com
お客様相談室でんわ：0120ー14ー6404

各部位名称

プッシュボタン

中栓

リングパッキン

リングパッキン位置フードパッキン

持ち手

フード
ロックパーツ

本体 ○使用前に各パッキンが正しく装着さ
れているかご確認ください。
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●ご使用後
	びご使用後は食器用中性洗剤で洗浄し、よくすすいだ後、乾燥させてから保管してください。
	き洗浄の際、研磨剤入りのスポンジ、金属たわし、クレンザー等は使用しないでください。表面をキズつけ、
本品が破損するおそれがあります。
	き食器洗い乾燥機は使用できません。
	き本品を煮沸しないでください。熱による変形、ひび割れ、白濁または変色のおそれがあります。

 
使用方法 

 | ご使用前に各パーツをぬるま湯でよく洗浄し、パーツを正しく組み立ててから使用してください。
 | 飲むときはボトルを立てた状態でボタンを押してロックを外してください。 
ロックを押してフードを開け、ボトルをゆっくり傾けて飲んでください。

 | 飲み終わったらボトルを立てた状態でフードをカチッと音がす
るまでボタンをロックしてください。

※開いている状態と閉まっている状態は図の通りです。飲まない
時には必ずロックをし、思いがけずフードが開かないようにしてく
ださい。
 

 | 持ち手を外すときには、持ち手を水平にして白い留め具付近を
持ち、手前側に引っ張ってください。持ち手はシリコーン製のた
め、穴が広がり外れます。（右図点線の位置）

 | 持ち手の破損を防ぐ為、外すときや装着するときに強い力をか
けないでください。

 | 洗浄の際は、中栓を外し、柔らかいスポンジを使用して食器用
中性洗剤で洗浄し、よくすすいでください。

 | フードの内側に水滴がつく場合があります。開閉の際に水滴が
衣類等に落ちないように注意してください。

 | 洗浄後には柔らかい布で水気を拭き取ってください。
 
本品の廃棄について

 | 廃棄時は、各自治体の定める方法に従って処理してください。

安全上のご注意
本紙では、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐ為の注意事項を、マークをつけて表示しています。
マークの意味は以下の通りです。 

び実行しなければならない内容です。 きしてはいけない内容です。

{軽傷を負うおそれ、または製品が故障することが想定される内容を示しています。

ち 取扱い上の注意
●ご使用前
	き製品に小さなキズや割れ等を発見した場合は使用しないでください。破損のおそれがあります。
	びご使用前に各パーツをぬるま湯でよく洗浄し、パーツを正しく組み立ててから使用してください。
	き本品を煮沸しないでください。熱による変形、ひび割れ、白濁または変色のおそれがあります。
	き次の飲料等には使用しないでください。
|ドライアイス、炭酸、発酵するもの：内圧の上昇により破裂するおそれがあります。
|牛乳、乳飲料、果汁、果肉等：腐敗や変質のおそれがあります。
|茶葉、コーヒーの粉、糸付きお茶パックなど：中栓に挟まり、水漏れするおそれがあります。

 
●ご使用時
	き製品内に50 ℃を超えた飲料を絶対に入れないでください。 
お茶など煮だした飲み物を入れる時は、温度が下がってから入れてください。 
ヤケドをするおそれがあります。また、製品の変形・破損・漏水などの原因となります。

 
推奨温度は50 ℃以下です。
 
	き本体を持ち運ぶ際は振ったり、横・逆さまにしないでください。漏水の原因となります。
	き保存容器として使用しないでください。腐敗や変質のおそれがあります。
	き冷凍室やチルド室など氷点下になる場所では使用しないでください。液体が凍って膨張し、本体が破
損するおそれがあります。
	き電子レンジは使用できません。
	き運転中に使用しないでください。車内や衣服を汚す可能性があります。 
また、運転中に使用することで注意不足となり、重大な危険を引き起こす可能性があります。
	き火気に近づけないでください。破損や火災の原因となります。
	き落下や転倒等の強い衝撃や、無理な力は加えないでください。破損の原因となります。
	きフードを上げた状態で蓋の取り外しを行わないでください。フードヒンジが破損するおそれがあります。
	き不安定な場所に置かないでください。本体が倒れるおそれがあります。
	き持ち手を持って本品を振り回したり、勢いよく持ち上げたりしないでください。持ち手が破損するおそ
れがあります。

開いている 閉まっている
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